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村上市人口減少問題対策
〜取り組めることから取り組む〜

　
昨
年
３
月
、
２
０
４
０
年
（
平
成
52
年
）
の
村
上

市
の
推
計
人
口
は
４
万
１
０
７
３
人
、高
齢
化
率（
※

１
）
は
43
・
９
％
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
受
け
市
で
は
、「
村
上
市
人
口
減
少

問
題
対
策
委
員
会
」
を
設
置
し
、「
取
り
組
め
る
こ

と
か
ら
取
り
組
む
」
を
基
本
方
針
と
し
た
村
上
市
人

口
減
少
問
題
対
策
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
進
め
る
各
種

事
業
、
施
策
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

※１　高齢化率・・・総人口に占める65歳以上人口の割合

※２　生産年齢人口・・・労働力の中核をなす15歳以上65歳未満の人口層

チャレン
ジ

チャレン
ジ

プランプランChallengePlan
自
然
減
と
社
会
減
に
よ
る

　
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

　

本
市
の
人
口
減
少
の
原
因
は
、
死

亡
者
数
が
出
生
者
数
を
上
回
る
自
然

減
と
、
転
出
者
数
が
転
入
者
数
を
上

回
る
社
会
減
に
よ
る
も
の
で
、
人
口

を
支
え
る
基
盤
と
な
る
生
産
年
齢
人

口（
※
２
）が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
少
子
化
対
策

と
定
住
・
交
流
人
口
の
拡
大

　

生
産
年
齢
人
口
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
を
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
と
、
地
元
に
定
住
す

る
こ
と
が
で
き
る
雇
用
の
創
出
、
そ

し
て
地
域
経
済
の
活
性
化
に
欠
か
せ

な
い
交
流
人
口
の
拡
大
が
大
変
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
視
点
か
ら
委
員
会
に
は
、
子

育
て
支
援
、
雇
用
創
出
、
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
の
３
つ
の
部
会
の
ほ
か
、

人
口
減
少
に
よ
る
影
響
を
調
査
す
る

部
会
を
含
め
た
計
４
つ
の
部
会
を
設

置
。
平
成
26
年
度
か
ら
取
り
組
む
事

業
と
、
中
長
期
的
に
取
り
組
む
事
業

を
段
階
的
に
協
議
し
、
早
期
事
業
化

を
目
指
し
た
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し

た
。

子育て支援部会（抜粋）
平成26年度から取り組む事業
　○子育て支援メールマガジン
　　 予防接種や検診、イベントなどの子育てに関する情報

を登録した人に定期的に発信します。

　　（詳しくは市報４月１日号で紹介しています）

　○乳幼児紙おむつ処理支援事業
　　 平成26年４月１日以降に生まれた子の世帯に、紙おむ

つを処理するための指定ゴミ袋を支給します。

中長期的に取り組む事業
　○子どもの人数に応じた新たな保育料の研究
　○病児・病後児保育の実施

現在、策定中の「村上市子ども・子育て

支援事業計画（平成27年度～）」で、新

たな支援策を検討しています。
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影
響
調
査
部
会
で
は
・・・

　

影
響
調
査
部
会
で
は
、
普
通
交
付

税
や
医
療
費
、
国
民
健
康
保
険
税
、

個
人
住
民
税
な
ど
に
つ
い
て
、
現
行

制
度
が
継
続
す
る
こ
と
を
前
提
に
、

２
０
２
０
年
ま
で
推
計
し
ま
し
た
。

　

普
通
交
付
税
、
個
人
住
民
税
で
は

人
口
減
少
の
影
響
が
見
ら
れ
た
他
、

医
療
費
は
２
０
２
０
年
が
ピ
ー
ク
と

な
り
、
被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
国

民
健
康
保
険
税
額
が
、
現
在
の
３
割

増
加
の
推
計
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
ご
意
見
を
参
考
に

　

各
作
業
部
会
で
は
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
意
見
を
直
接
お
聞
き
す
る
た

め
、
乳
幼
児
健
診
や
新
生
児
訪
問
、

母
子
手
帳
交
付
時
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
で
の
聞
き
取
り
調
査
の
ほ
か
、

企
業
懇
談
会
や
成
人
式
参
加
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
、
婚
活
事
業
に
関
す
る

各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

し
、
各
事
業
の
立
案
の
参
考
と
し
ま

し
た
。

第
２
次
総
合
計
画
に
向
け
て

　

市
で
は
、
本
プ
ラ
ン
の
早
期
事
業

化
を
図
る
と
と
も
に
、
第
２
次
村
上

市
総
合
計
画
の
策
定
作
業
に
お
い
て

更
な
る
支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

本
庁
、
各
支
所
、
中
央
図
書
館
な

ど
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
企
画
政
策
室

　

（
内
線
５
３
１
・
５
３
２
）

雇用創出部会（抜粋）

元気なまちづくり
部会（抜粋）

平成26年度から取り組む事業
　○企業設置奨励条例の拡充
　　 新規企業の進出や既存企業の設備投資への支援

を拡充します。

　○空き工場、空き地バンクの開設
　　民有地などの情報を収集し、公開します。

平成26年度から取り組む事業
　○婚活支援事業補助金
　　 男女の出会いの場や交流イベントなどを企画する

団体などへ補助金を交付します。（詳しくは市報４

月１日号で紹介しています）

　○臨海学校の誘致
　　 関東圏での誘致活動により、瀬波海岸への臨海学

校の誘致を推進し、交流人口の拡大と地域経済の

活性化を図ります。

中長期的に取り組む事業
　○�遊休公共用地を活用した若者向け住宅地の
提供

　○若者の交流を通した地域活性化事業の推進
　○空き家などを活用した「まちの駅構想」の推進

中長期的に取り組む事業
　○空き店舗活用チャレンジショップ事業の創設
　○（仮）産業元気プランの策定、産業などの活性化補助制度の拡充
　○雇用のミスマッチ解消に向けた支援制度の創設

　人口減少問題対策としてチャレンジプラン
に登載されている事業や関連する事業には、
左のロゴマークをつけています。
　人口減少対策に市としてチャレンジしてい
く姿勢と「Challenge（チャレンジ）」という単語
の頭文字である「C」をアレンジしています。
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◆選考◆　 村上市産業等の活性化事業審査委員会で評価基準（新規性、独自性、発展性、実現性、社会貢献

性）により補助対象事業を認定します。その後、補助金交付申請書を提出していただきます。

事業名 対象事業 対象者 限度額 補助率 募集期間 問い合わせ
①
産業元気
づくり事
業

・新品種や既製品の改良
・初期段階の販売促進
・地域ブランドの構築
・産学官（※）・異業種連携
※ 産学官とは、民間業者と大学な

どの教育・研究機関、行政機関
が連携して事業を行うことを
いいます

市内に事業所の
ある農林水産業
を営む団体や中
小企業者など

（納税が良好で
あること）

50万円

補 助 対 象
経費の1/2

平成26年
10月末ま
で

商工観光課
　商工振興係
☎53－2111

（内線353）
農林水産課
　水産振興係
☎53－3368

②
産業見本
市等出展
事業

　開発から５年以内の工業製品
や新技術を市外の産業見本市な
どへの出展に要する場合の経費
の一部を補助
　ただし、販売が主目的となる物
産展などは補助対象外

市内に事業所の
ある中小企業者

（納税が良好で
あること）

30万円 商工観光課
　雇用促進係
☎53－2111

（内線354）

③
商店街賑
わい創出
支援事業

・販売促進
・空き店舗活用賑わい支援
・観光事業と連携した誘客促進
・賑わい創出
・研修調査
・ 国・県の補助事業（市の補助が

対象要件）

市内の商工団体
など

10万円～
30万円

商工観光課
　商工振興係
☎53－2111

（内線353）

④
商店街環
境施設整
備事事業

・装飾街路灯の整備
・特殊舗装の整備
・ 環境・省エネまたは地域文化

に配慮した施設の整備
・ 国・県の補助事業（市の補助が

対象要件）

市内の商店街
団体

100万円
～
150万円

商工観光課
　商工振興係
☎53－2111

（内線353）

⑤
観光イベ
ント事業

　地区の自然や文化、歴史などの
観光資源を活かした観光イベン
ト事業

イベントの実行
委員会など

（市民が主体）

50万円 商工観光課
　観光交流室
☎53－2111

（内線351）

事業名 対象事業 対象者 限度額 補助率 注意事項 問い合わせ
⑥
産業人材
育成支援
事業

　中小企業大学校で
の平成26年研修受講
料の一部を補助しま
す。村上商工会議所と
市内４商工会が窓口
となります。

市内の中小企
業者
※ １ 中 小 企 業

者 に つ き ２
人まで

１人につき
１万円限度

補 助 対 象
経費の1/2

　平成26年度の研修が
対象です。受講後の申
請は認められませんの
で、早めに中小企業大
学校の研修内容などを
確認してください。

商工観光課
　商工振興係
☎53－2111

（内線353）

※事前計画書などの提出は、募集期間内にお願いします

　地域資源を活用した新品種や新製品などの開発、地域ブランドの構築、販路

拡大、観光イベント事業などに取り組む事業計画を募集します。詳しくは担当

までお問い合わせください。

地域資源を活用した新事業の創出を支援

産業等の活性化支援補助

平成27年度 事業計画を募集します
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○受 付 期 間　平成26年６月２日㈪から６月16日㈪まで　　※土・日曜日を除く

○申し込み方法　 申請書に必要事項を記入し、指定する書類を添えて環境課または各支所地域振興課の窓

口へ直接提出してください。

　　　　　　　　※ 申請書は担当の窓口で配布しています。また、市ホームページからもダウンロードで

きます

○そ　の　他　 申し込み多数により、予算枠を超えた場合は抽選となります。なお、受付期間内に予算枠

を超えなかった場合は、６月17日㈫から予算枠に達するまで先着順で受け付けます。

※ 詳しくは、市ホームページ（くらしの情報→電気・ガス・上下水道→新エネルギーをクリック）をご覧になるか、

担当までお問い合わせください

�補助金額�
・市内の業者に発注する場合

　１kwあたり10万円（上限　40万円）

・市外の業者に発注する場合

　１kwあたり８万円（上限　32万円）

※ 平成26年度から補助金額を改正していますので、

ご注意ください

※ 平成27年度からの補助金額については、太陽光発

電設備機器の価格動向や国・県支援制度の動向に

より変更となる場合があります

�補助対象者�
次の要件をすべて満たす人

・市内に居住し、または居住しようとする人

・ 市内の既存戸建住宅、または新築戸建住宅に発電

システムを設置する人、または発電システムが設

置された建売住宅を購入する人

・申請時において、市税などを滞納していない人

�補助金予算枠�
　2,000万円（約50件分）

�補助金額�
ストーブ購入および設置費用の３分の１

（上限　10万円）

ただし、購入および設置費用が６万円以上のものが

対象となります。

※ 平成27年度以降の補助金額については、国・県の

支援制度の動向により変更になる場合があります

�補助対象者�
次の要件をすべて満たす人

・ 市内に居住し、または居住しようとする人もしく

は市内に事業所を有する事業者

・ 市内の既存戸建住宅、または新築戸建住宅もしく

は事業所で暖房用として木質バイオマスストーブ

を設置する人、または木質バイオマスストーブが

設置された建売住宅を購入する人

・申請時において、市税などを滞納していない人

�補助金予算枠�
400万円（約40件分）

住宅用太陽光発電システム

設置費補助金

木質バイオマスストーブ

設置費補助金

　市では、環境負荷の少ない新エネルギーの活用により地球温暖

化対策を推進するため、「住宅用太陽光発電システム」および「木質

バイオマスストーブ（薪ストーブや木質ペレットストーブ）」を設置

する人に、設置費用の一部を補助する制度を実施しています。

住宅用太陽光発電システム設置費補助金
木質バイオマスストーブ設置費補助金

平成26年度分の受け付けを開始します
●問い合わせ

　環境課新エネルギー推進室

　☎53－2111（内線275）
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計
画
策
定
の
目
的

　

市
で
は
、
①
幼
児
期
の
む
し
歯
罹り

患か
ん

率
（
１
人
平
均
む
し
歯
数
）
が
高

い
（
下
段 

グ
ラ
フ
１
）
②
12
歳
児

の
歯
肉
炎
の
有
病
率
が
県
と
比
べ
て

高
い
（
下
段 

グ
ラ
フ
２
）
③
成
人

歯
科
健
診
の
受
診
率
が
１
割
程
度
と

低
い
な
ど
の
ほ
か
、
高
齢
者
や
要
介

護
者
に
対
す
る
歯
や
口
腔
機
能
の
知

識
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
「
歯
と
口
の
健
康

づ
く
り
を
図
る
」
こ
と
の
重
要
性
を

認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
生

涯
自
分
の
歯
で
し
っ
か
り
噛
ん
で
食

べ
ら
れ
る
」
と
い
う
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
市
民
と
関
係
団
体
な
ど
が

協
働
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

取
り
組
み
方
法

　

こ
の
計
画
を
進
め
る
た
め
、
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
を
５
つ

の
時
期
に
分
け
て
目
標
を
定
め
ま
し

た
。
そ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

を
「
個
人
・
家
庭
・
地
域
」
と
「
行

政
」
と
の
２
つ
に
区
分
し
て
進
め
て

い
き
ま
す
。

歯肉炎の見られる児童・生徒 ３歳児・５歳児の一人平均むし歯数・有病率

グラフ2 グラフ1

歯肉炎の見られる児童（市）

歯肉炎の見られる生徒（市）
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H23

歯肉炎の見られる児童（県）

歯肉炎の見られる生徒（県）

５歳児むし歯有病者率（市）
５歳児むし歯有病者率（県）
３歳児むし歯有病者率（市）
３歳児むし歯有病者率（県）

３歳児一人平均むし歯数（県）
５歳児一人平均むし歯数（県）
３歳児一人平均むし歯数（市）
５歳児一人平均むし歯数（市）

　生涯を通じて健やかでいきいきとした生活を送るには、歯や口腔の健康状態を保つことが大切です。その

ためには、市民の皆さんが歯や口腔の健康について理解し、健康な状態に持っていくための取り組みが必要

です。

　市では、その取り組みを実践するため「村上市歯科保健計画」を策定しました。平成26年度から平成30年度
までの５か年で取り組むこの計画の内容についてお知らせします。

いつまでも自分の歯で

噛
か

んで食べられるように

～村上市歯科保健計画～

●問い合わせ　保健医療課健康支援室

　　　　　　　☎53－2111（内線262）
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○
学
齢
期
・
思
春
期

【
個
人
・
家
庭
・
地
域
】

・
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
仕
上
げ
磨

き
を
実
施
す
る

・
学
校
の
歯
科
健
診
で
治
療
勧
告
を

受
け
た
ら
す
ぐ
に
受
診
す
る

・
食
事
は
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

【
行
政
】

・
中
学
生
に
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の
歯
科

清
掃
用
具
を
配
布
す
る

・
中
学
校
で
の
フ
ッ
化
物
洗
口
を
検

討
す
る

○
成
人
期

【
個
人
・
家
庭
・
地
域
】

・
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
診
す
る

【
行
政
】

・
歯
周
病
の
知
識
を
普
及
す
る
た
め
、

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
話
を
実
施

す
る

・
事
業
所
な
ど
へ
の
歯
科
健
診
を
勧

め
る

○
老
年
期

【
個
人
・
家
庭
・
地
域
】

・
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
を
持
ち
、

定
期
的
に
受
診
す
る

【
行
政
】

・
歯
科
衛
生
士
な
ど
に
よ
る
歯
や
お

口
の
健
康
教
育
を
実
施
す
る

・
口
腔
機
能
向
上
の
た
め
の
事
業
を

実
施
す
る

各
時
期
の
取
り
組
み
（
抜
粋
）

○
胎
生
期

【
個
人
・
家
庭
・
地
域
】

・
歯
科
健
診
を
受
診
す
る

・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
を
心
が

け
る

【
行
政
】

・
妊
婦
歯
科
健
診
を
実
施
す
る

・
妊
娠
中
の
食
生
活
の

大
切
さ
を
普
及
す
る

・
妊
婦
に
歯
の
大
切
さ

を
伝
え
る

○
乳
幼
児
期

【
個
人
・
家
庭
・
地
域
】

・
定
期
的
に
フ
ッ
化
物
塗
布
お
よ
び

洗
口
を
受
け
る

・
お
や
つ
を
だ
ら
だ
ら
と
食
べ
な
い

よ
う
に
努
め
る

【
行
政
】

・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科
保
健
指

導
の
回
数
を
増
や
す

・
親
子
歯
科
健
診

を
検
討
す
る

○
介
護
・
障
害
期

【
個
人
・
家
庭
・
地
域
】

・
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
を
持
ち
、

定
期
的
に
受
診
す
る

【
行
政
】

・
介
護
者
の
つ
ど
い
な
ど
で
歯
科
衛

生
士
が
健
康
教
育
を
行
い
、
口
腔

ケ
ア
の
重
要
性
を
普
及
啓
発
す
る

健
康
づ
く
り
は
お
口
か
ら

　

む
し
歯
や
歯
周
病
な
ど
の
歯
科
疾

患
は
進
行
す
る
と
、
歯
の
損
失
に
つ

な
が
る
ば
か
り
か
、
食
生
活
や
社
会

生
活
な
ど
に
支
障
を
き
た
す
な
ど
、

全
身
の
健
康
に
影
響
を
与
え
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
自
分
の
歯
で

し
っ
か
り
と
噛
む
に
は
、
20
本
以
上

保
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
お
母
さ
ん
の
お
腹
に
い
る
胎

児
の
時
か
ら
の
生
活
習
慣
や
セ
ル
フ

ケ
ア
、
定
期
歯
科
健
診
が
と
て
も
重

要
に
な
り
ま
す
。

【
平
成
26
年
度
事
業
（
予
定
）】

○
新
規
事
業

・
妊
婦
歯
科
健
診

○
強
化
事
業

・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科
保
健
指

導
（
市
内
保
育
園
）

・
乳
幼
児
健
診
時
に
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

■村上市歯科保健計画目標■

生涯自分の歯でしっかり噛んで

食べられる

無料歯科相談を行います
　日本人の平均寿命は男性で約80歳、女性で約86歳
です。皆さんは他に健康寿命という言葉があるのを
ご存知でしょうか。健康寿命とは「日常的に介護を必
要としないで自立した生活ができる生存期間」を言
います。日本人の場合、この平均寿命と健康寿命には
８年から10年の開きがあります。この期間に掛かる
医療費が全体の大きな割合を占めています。
　近年、お口の中の健康を守ることが健康寿命を伸
ばすことが分かってきています。村上市岩船郡歯科
医師会では、恒例となりました「無料歯科相談」を６
月の虫歯予防週間にあわせて行います。当日は、お口
の健康を守る一助となるよう虫歯や歯周病の他にも
義歯や歯並び矯正、お子さんの食育に至るまであら
ゆる相談も受け付けます。
　多くの人たちの相談に乗れるよう会員一同心より
お待ちしています。

歯科医師会　会長　村井　幸博

と　き　６月８日㈰　午前10時～午後３時
ところ　村上プラザ１階　セントラルコート

■各期のスローガン■

胎生期：ママと赤ちゃんの歯を守ろう

乳幼児期：大切な乳歯を親子で守ろう

学齢期・思春期：歯とお口の手入れ方法を

　　　　　　　　身につけよう

成人期：歯周病を予防しよう

老年期：しっかり噛めるお口を持とう

介護・障がい：お口の健康に関心を持とう
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優遇措置の適用となる基本要件を緩和しました
　優遇措置の適用となる基本要件は次のとおりです。

基本要件①　投下固定資本額
新設 5,000万円以上 新設 3,000万円以上
増設 3,000万円以上 増設 3,000万円以上
移設 3,000万円以上 移設 3,000万円以上

基本要件②　雇用人数
新設 10人以上（常用雇用） 新設 ３人以上（常用雇用）
増設 増加数５人以上（常用雇用） 増設 増加数３人以上（常用雇用）
移設 増加数３人以上（常用雇用） 移設 増加数３人以上（常用雇用）

基本要件③　対象業種

製造業、情報通信業（公共放送業を除く）、
運輸業、卸売業、学術・開発研究機関、宿泊
業、教育、学習支援業（国公立を除く）

製造業、情報通信業（公共放送業を除く）、
運輸業、卸売業、学術・開発研究機関、宿泊
業、教育、学習支援業（国公立を除く）、コー
ルセンター

固定資産税の５年間課税免除を創設 ［基本要件①～③をすべて満たすこと］

免除期間３年間

免除期間３年間
※ 常用雇用者数９名以下、または投下固定

資本額１億円未満
免除期間５年間
※ 常用雇用者数10名以上、かつ投下固定資

本額１億円以上

用地取得助成金を拡充（限度額5,000万円） ［基本要件①～③をすべて満たすこと］

用地の取得面積5,000㎡以上、増加常用雇
用者25人以上を満たした場合、
　⇒用地取得費の20％以内を助成

用地の取得面積3,000㎡以上、増加常用雇用
者10人以上を満たした場合、
　⇒用地取得費の30％以内を助成

新規雇用促進奨励金を拡充（限度額500万円） ［基本要件①～③をすべて満たすこと］

事業開始から１年以内の市内雇用者（常
用）１人につき10万円 

申請日から事業開始までの市内雇用者（常
用雇用）１人につき10万円

＋
事業開始から１年以内の市内雇用者（常用
雇用）１人につき10万円

新設企業賃借料補助金を創設（限度額10万円／月） ［基本要件②と③を満たすこと］

制度なし
貸地、貸工場等の賃料の20％を３年間補助

（新設・起業に限る、常用雇用者３人以上、
１月当たりの賃借料が10万円以上）

●問い合わせ　商工観光課雇用促進係　☎53－2111（内線354）

企業の設備投資や雇用拡大の優遇措置を拡充しました
　市では、企業の設備投資や雇用拡大をより一層推進する

ため、村上市企業設置奨励条例の一部を改正し、平成26

年４月１日から施行しました。主な改正点は以下のとおり

です。

※詳細については担当までお問い合わせください

改正後

改正後

改正後

改正後

改正後

改正後

改正後
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　４月から実施している狂犬病集合予防注射を神林・山北・村上(大栗田)・朝

日地区で行いますので、忘れずに受けてください。

　なお、村上・荒川地区にお住まいで、まだ注射をしていない飼い主の人は必

ず受けてください。(どの会場でも受けられます)

神林・山北・村上（大栗田）・朝日地区の狂犬病集合予防注射は５月です

神林地区
日　付 注　射　会　場 時　間

５月８日㈭

上助渕コミュニティセンター前 ９:30～10:10

有明集落開発センター前 10:20～10:50

桃川公会堂前 11:00～11:35

神林支所車庫前 13:00～13:45

５月９日㈮

川部集落開発センター前 ９:00～９:20

平林ふれあいセンター前 ９:35～９:55

牛屋公民館前 10:10～10:30

塩谷中央公民館前 10:45～11:05

塩谷上地区集会所前 11:15～11:20

塩谷松和町集会所前 11:30～11:50

福田集落開発センター前 13:00～13:20

北新保農業拠点施設前 13:30～13:50

山北地区
日　付 注　射　会　場 時　間

５月14日㈬

大沢集落入口 ９:30～９:40

大毎満願寺前バス停 ９:50～10:10

北中生活改善センター前 10:15～10:30

荒川ふるさと会館前 10:40～10:45

中津原集落開発センター前 11:00～11:05

下大鳥ふれあいセンター前 11:10～11:20

板屋沢集落開発センター前 11:25～11:35

寒川運送資材置場（勝木） 11:40～12:00

山北支所前 13:15～13:45

５月15日㈭

伊呉野消防ポンプ格納庫前 ９:40～９:45

中浜農村研修センター前 ９:50～10:00

岩崎ふれあいセンター前 10:05～10:25

温出農村研修センター前 10:35～11:00

小俣集落センター前 11:20～11:30

朴平バス停前 13:15～13:20

中継集落公民館前 13:35～13:45

山熊田集落入口 13:55～14:10

５月16日㈮

桑川生活改善センター前 10:00～10:20

笹川集落国道沿い駐車場 10:30～10:35

板貝集落開発センター前 10:45～10:55

寒川集落センター前 11:05～11:25

寝屋集落開発センター前 11:35～12:00

山北支所前 13:15～13:45

村上地区（大栗田）
日　付 注　射　会　場 時　間

５月19日㈪ 大栗田集落開発センター前 ９:30～９:40

朝日地区
日　付 注　射　会　場 時　間

５月26日㈪

下新保公会堂前 ９:00～９:20

岩沢ふれあいセンター前 ９:30～９:50

中原集落センター前 10:00～10:20

朝日中野公会堂前 10:30～10:40

薦川集落開発センター前 10:50～11:00

黒田集会施設前 11:15～11:30

関口診療所前 11:40～11:50

北大平集落センター前 13:10～13:20

高根区民会館前 13:30～14:00

５月27日㈫

宮ノ下消防器具置場前 ９:00～９:20

猿沢コミュニティセンター前 ９:30～10:00

檜原公会堂前 10:10～10:40

板屋越地区集落センター前 10:45～11:00

早稲田研修センター前 11:10～11:30

塩野町後楽会館前 11:35～11:50

大須戸担い手センター前 13:10～13:35

蒲萄ふれあいセンター前 13:50～14:00

荒沢ふれあいセンター前 14:20～14:30

５月28日㈬

布部集会施設前 ９:20～９:40

石住集落開発センター前 ９:50～10:00

大場沢多目的研修集会施設前 10:05～10:20

JA北部営農センター内米倉庫裏 10:30～11:10

渡部警察犬訓練所前 11:15～11:40

瑞雲担い手センター前 13:20～13:30

小揚・土橋脇 13:40～13:50

千縄集会施設前 14:10～14:20

岩崩地区集会施設前 14:30～14:40

○集合注射の手数料（犬１頭につき）
　登録済み　3,100円
（注射済票交付手数料＋注射料）
　新規登録　6,100円
（登録料＋注射済票交付手数料＋注射料）

○�飼い主や登録事項の変更、犬が死亡、行方不明の
場合、環境課または各支所地域振興課へ届け出が
必要です。

●問い合わせ
　環境課生活環境室　（☎53－2111内線272） 神林支所地域振興課市民生活室　（☎66－6112）
　朝日支所地域振興課市民生活室　（☎72－6885） 山北支所地域振興課市民生活室　（☎77－3112）
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障がい福祉の「相談支援事業所」をご利用ください

新たに６件を村上市指定文化財に指定されました

◆相談支援事業浦田の里
　（身体障がい、知的障がい）

と こ ろ　村上市岩船231－１

電　　話　53－3673
受 付 日　月～金曜日

受付時間　午前９時～午後５時

◆地域生活支援センターはまなす
　（身体障がい、知的障がい、精神障がい）

と こ ろ　村上市瀬波中町10－１

電　　話　50－7104
受 付 日　金・土曜日を除く毎日

受付時間　午前９時～午後５時

　　　　　（日曜日のみ午前９時30分～午後５時）

　「相談支援事業所」は、障がいのある人やその家族の生活や支援に関する相談

に応じるとともに、福祉サービスの利用情報の提供や利用支援、関係機関との調

整を行う窓口です。悩んでいること、困っていることがありましたら、お気軽に

ご相談ください。

　市内の相談支援事業所は次のとおりです。

　地域の歴史文化を伝える貴重な文化財として保存するため、４月25日付で新たに６件が市指定文化財に指

定されました。今回の６件の物件を含め市指定文化財は合計140件となりました。

●問い合わせ　福祉課福祉政策室　☎53－2111（内線245、247）

●問い合わせ　生涯学習課文化行政推進室（☎53－7511）

瀬波小学校
●

至笹川流れ

村上はまなす病院
●

地域生活支援センター
はまなす

529

瀬波温泉トンネル

村上市民
ふれあいセンター

●

浦田の里

「小岩内の姥杉」（天然記念物）１株
　神林地区の薬師岳登山道中腹にあり、小岩内集落の深い薬師信仰により保護されてきた天然杉。１株か

ら幹が５本に分岐しています。［樹齢850年（推定）、樹高32m、目通周り4.3m（最大木）］

　1919（大正８）年11月に公布された「道路法施行令」により、各市町村

役場の前など主要道路に１ヵ所設置された。当時の市町村名を残し政府

の道路管理状況を示す貴重な歴史的資料です。ほぼ設置当時の状況に

あるもの５基が指定されました。［石製、高さ60㎝、幅25㎝、厚さ25㎝］

「道
どう

路
ろ

元
げん

標
ぴょう

」（歴史資料）計５基
「旧大川谷村」　「旧黒川俣村」
「旧高根村」　「旧三面村（右写真）」
「旧平林村」
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ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
と
は

　

ヒ
ト
リ
ガ
属
に
属
す
る
白
い
小
型
の
蛾が

で
、

ク
ル
ミ
や
サ
ク
ラ
、
ウ
メ
な
ど
の
落
葉
樹
の

葉
を
好
ん
で
食
害
し
ま
す
。

　

繁
殖
力
が
強
く
、
１
匹
で
７
０
０
以
上
も

の
卵
を
産
卵
し
、
約
１
週
間
ほ
ど
で
羽
化
し

ま
す
。
幼
虫
は
巣
網
を
作
っ
て
集
団
で
樹
木

を
食
い
荒
ら
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
周
辺
の

樹
木
に
移
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

人
体
に
対
し
て
、
刺
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
皮
膚
が
敏
感
な
人
は
、
毛
が
付
着
す

る
こ
と
で
痒か

ゆ

み
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

発
生
す
る
時
期

　

気
温
な
ど
に
よ
り
変
動
し
ま
す
が
、
通
常
、

５
〜
６
月
頃
と
８
〜
９
月
頃
の
年
２
回
に
わ

た
っ
て
大
量
に
発
生
し
ま
す
。

　

空
き
地
や
空
き
家
な
ど
で
い
つ
の
間
に
か

大
量
に
発
生
し
、
隣
接
す
る
土
地
に
被
害
を

及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
空
き
地
な
ど
の

所
有
者
ま
た
は
管
理
者
は
、
発
生
時
期
の
前

に
巣
が
な
い
か
ど
う
か
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

巣
の
見
つ
け
方

　

サ
ク
ラ
な
ど
の
落
葉
樹
に
産
卵
し
た
卵
か

ら
か
え
っ
た
幼
虫
は
、
糸
を
吐
い
て
樹
木
の

枝
葉
に
袋
状
の
巣
網
を
作
る
の
で
、
容
易
に

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
葉
の

●
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課
生
活
環
境
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
７
１
、
２
７
３
）

表
皮
を
残
し
て
食
害
す
る
た
め
、
巣
の
付
近

の
葉
が
白
く
透
け
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。

駆
除
方
法

○
早
期
に
発
見
し
た
場
合

　

卵
か
ら
か
え
っ
た
幼
虫
が
、
樹
木
全
体
ま

た
は
付
近
の
樹
木
に
拡
散
す
る
前
の
段
階
で

巣
網
の
あ
る
枝
葉
を
切
除
し
、
踏
み
つ
ぶ
す

か
、
袋
に
入
れ
て
燃
や
す
ご
み
と
し
て
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
段
階
で
の
駆
除
が
最
も
効
果
が
あ
り

ま
す

○�

発
見
が
遅
れ
、樹
木
に
拡
散
し
て
し

ま
っ
た
場
合

　

樹
木
全
体
ま
た
は
他
の
樹
木
に
ま
で
広

が
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
薬
剤
を
散
布

し
ま
す
。
薬
剤
は
希
釈
し
た
も
の
を
使
い
ま

す
。
詳
し
く
は
専
門
業
者
や
薬
剤
の
販
売
店

な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
薬
剤
を
散
布
す
る
場
合
は
、
天
候

や
風
向
き
に
注
意
し
、
近
隣
の
人
に
健
康
被

害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
薬
剤
の
飛
散
防
止
に

配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ
◆

　

市
で
は
、
個
人
所
有
の
樹
木
な
ど
の
駆
除

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
管
理
者
の
責
任
に
お

い
て
行
う
か
、
ま
た
は
ご
近
所
や
町
内
・
集

落
な
ど
地
域
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地

域
ぐ
る
み
で
の
一
斉
駆
除
は
効
果
が
あ
り
ま

す
の
で
、
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
み
ん
な

で
駆
除
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
市
で
は
一
斉
駆
除
を
行
う
場
合
に

動
力
噴
霧
器
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
場
合
は
、
区
長
ま
た
は
総
代
を
通

じ
て
、
担
当
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
か
ら
緑
を
守
る

　
毎
年
、ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。被
害
を

防
ぐ
に
は
早
期
の
発
見
と
駆
除
が
大
切
で
す
。個
人
ま
た
は
町
内
・
集
落
で
被

害
防
止
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、大
切
な
緑
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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教育環境整備検討委員会の委員を募集します
　市教育委員会では、少子化に伴う児童・生徒数の減少により、小・中学校の小規模化が進行している実

態から、「村上市立小・中学校望ましい教育環境整備検討委員会」を設置することとしました。今後の望ま

しい教育環境のあり方などを検討するため、委員会の公募委員を募集します。

応募資格　市内在住の満20歳以上の人で、会議に出席できる人（夜間に開催することもあります）

募集人数　２人程度　（書類選考により決定いたします）

委嘱期間　委嘱した日から、諮問に係る答申をした日まで（複数年にわたる場合もあります）

報　　酬　会議１回につき　6,300円　（委員長は6,500円）

応募方法　応募用紙に必要事項を記入の上、次のいずれかの方法で提出してください。

　　　　　①郵送　　　　〒958－0292　村上市岩沢5611　村上市教育委員会　学校教育課あて

　　　　　②電子メール　gakko@city.murakami.lg.jp

　　　　　③窓口提出　　学校教育課または各教育事務所

　　　　　　※ 応募用紙は学校教育課、各教育事務所に備えてあります。また、市ホーム

ページ（「望ましい教育環境」で検索）からダウンロードすることもできます

期　　限　５月20日㈫　午後５時必着　※郵送の場合は、応募期限日の消印有効としま

す

そ の 他　選考結果は、応募者全員にお知らせします。また、提出いただいた応募用紙は返却いたしません。

●問い合わせ　学校教育課教育総務室　☎72－6882

家庭児童相談室の家庭相談員を募集します
応募資格　次のいずれかに該当する人

　　　　　○ 大学で児童福祉、社会福祉、児童学などを専修する学科またはこれらに相当する課程を修め

て卒業した人

　　　　　○社会福祉主事として、２年以上児童福祉事業に従事したことがある人

　　　　　○上記に準ずる人で、家庭相談員として必要な学識経験を有する人

募集人数　１人

勤 務 地　市役所福祉課

勤務時間　平日の午前９時～午後４時

任　　期　平成26年７月１日から平成28年３月31日（再任は妨げません）

報　　酬　月額144,100円　※通勤費は支給しません

応募方法　応募用紙に必要事項を記入の上、次のいずれかの方法で提出してください。

　　　　　※資格がある人は、証明書の写しを添付してください

　　　　　①郵送　　　　〒958－8501　村上市三之町１－1　村上市役所福祉課福祉政策室あて

　　　　　②窓口提出　　福祉課または各支所地域振興課

　　　　　　※応募用紙は福祉課、各支所地域振興課に備えてあります。

期　　限　５月26日㈪　午後５時必着　※郵送の場合は、応募期限日の消印有効とします

●問い合わせ　福祉課福祉政策室　☎53－2111（内線232）



13　　2014.5.1

３
㎞
女
子
小
学
生
４
・
５
・
６
年
生

　

５　

佐
久
間　

穂
香
（
藤
沢
）

　

７　

富
樫　

朋
香
（
堀
ノ
内
）

３
㎞
男
子
中
学
生

　

４　

鈴
木　

明
晴
（
長
政
）

　

６　

大
滝　

諒
（
府
屋
）

　

８　

渡
辺　

陸
（
温
出
）

３
㎞
女
子
中
学
生

　

４　

近　

彩
乃
（
山
田
）

10
㎞
男
子
29
歳
以
下

　

５　

近　

健
人
（
山
田
）

10
㎞
男
子
30
歳
代

　

７　

佐
藤　

一
貫
（
関
口
）

　

８　

今
井　

孝
司
（
朝
日
中
野
）

10
㎞
男
子
50
歳
代

　

５　

北
澤　

厚
男
（
山
口
）

10
㎞
男
子
60
歳
代

　

８　

内
山　

武
夫
（
海
老
江
）

10
㎞
女
子
34
歳
以
下

　

６　

皆
川　

香
織
（
山
居
町
一
）

10
㎞
女
子
35
歳
以
上
49
歳
以
下

　

２　

峯
村　

佳
緒
里
（
坂
町
）

　

８　

山
脇　

牧
子
（
松
原
町
四
）

10
㎞
女
子
50
歳
以
上

　

５　

鈴
木　

信
子
（
長
政
）

ハ
ー
フ
男
子
29
歳
以
下

　

２　

平
山　

洋
亮
（
高
御
堂
）

ハ
ー
フ
男
子
50
歳
代

　

７　

斎
藤　

正
幸
（
藤
沢
）

ハ
ー
フ
男
子
60
歳
代

　

７　

木
村　

晴
夫
（
瀬
波
中
町
）

ハ
ー
フ
女
子
34
歳
以
下

　

４　

伊
藤　

由
紀
子
（
山
居
町
一
）

ハ
ー
フ
女
子
35
歳
以
上
49
歳
以
下

　

６　

東
海
林　

直
美
（
中
継
）

ハ
ー
フ
女
子
50
歳
以
上

　

７　

佐
藤　

か
ず
子
（
有
明
）

大
会
結
果

※�

申
込
時
に
市
内
に
住
所
が
あ
っ
た
入
賞
者
（
８
位
以
内
、
氏
名
上
の
数
字

は
順
位
）
を
部
門
ご
と
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。［
敬
称
略
］

　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
第
28
回
笹
川

流
れ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
４
月
６
日

㈰
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
爆
弾
低
気
圧
の
影
響
に

よ
り
中
止
と
な
り
、
２
年
ぶ
り
と

な
っ
た
今
年
は
２
１
１
２
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

大
会
前
日
ま
で
に
コ
ー
ス
沿
線
の

集
落
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
、

道
路
や
海
岸
の
清
掃
を
行
い
準
備
を

整
え
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
地
元
の
小
・
中
学

生
に
よ
る
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か

れ
た
の
ぼ
り
旗
や
横
断
幕
が
選
手
を

励
ま
し
て
い
ま
し
た
。
受
け
付
け
や

給
水
、
ゴ
ー
ル
後
の
ア
オ
サ
汁
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
大
会
は
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
こ
の
手
づ
く
り
感
の
あ
る
大
会

を
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
選
手

も
多
く
、
地
元
の
民
宿
な
ど
へ
の
前

泊
者
の
た
め
に
始
め
た
「
前
日
受
け

付
け
」
で
は
、
２
１
２
人
が
受
け
付

け
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
は
、
10
人
が
新
記
録

と
い
う
素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
に

は
、
自
己
記
録
の
更
新
を
目
指
し
て

来
年
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

２年ぶりで力みなぎる？新記録続出！
〜第28回笹川流れマラソン大会〜
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民生委員・児童委員をご存じですか？
～５月12日は民生委員・児童委員の日です～

○民生委員・児童委員とは

　民生委員は、厚生労働大臣から委嘱されたボランティアで、地域の皆さんの立場に立って暮らしを支援

する人です。児童福祉問題を担当する児童委員も兼ねており、児童福祉問題を専門に担当する主任児童委

員もいます。

○民生委員・児童委員の役割、活動

　生活上の心配ごとの相談や福祉サービスを利用するためのお手伝い、高齢者や障がい者など支援が必要

な人の実態把握や相談支援などさまざまな活動に取り組んでいます。また、

児童虐待の防止や不登校ひきこもりといった課題にも積極的に対応してい

ます。

○相談するには

　お住まいの地域を担当する民生委員・児童委員にご相談ください。（担当

の委員は、市報１月15日号および４月15日号お知らせ版４ページに掲載され

ています。）相談内容や個人情報が漏れることはありません。

●問い合わせ　福祉課福祉政策室　☎53－2111（内線232）または各支所地域振興課地域福祉室

　
食
生
活
改
善
推
進
委
員
の
中
で
唯
一
の
男

性
で
あ
る
富
樫
浩
さ
ん
（
山
居
町
一
丁
目
）
か

ら
健
康
に
関
す
る
話
を
お
聞
き
ま
し
た
。

野
菜
を
し
っ
か
り
摂
る
こ
と
、
好
き

嫌
い
を
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す

　

私
は
食
の
大
切
さ
に
気
付
き
、
食
に
関
し

て
勉
強
し
ま
し
た
。「
こ
れ
さ
え
食
べ
る
と
健

康
に
な
る
」「
こ
の
食
品
は
健
康
に
良
く
な
い
」

と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
の
中
で
「
好

き
嫌
い
を
し
な
い
（
嫌
い
で
も
一
口
は
食
べ

る
）」、「
野
菜
を
摂
る
」
こ
と
に
つ
い
て
家
族

に
繰
り
返
し
伝
え
、
自
分
も
調
理
す
る
こ
と

で
、
家
族
も
自
然
と
意
識
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
外
食
し
て
も
野
菜
を
食
べ
な
い
と

物
足
り
な
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
で
食
べ
物
の
話
に
な
っ
た
と

き
は
、
個
人
的
に
も
推
進
委
員
と
し
て
も

食
の
大
切
さ
を
伝
え
る
「
チ
ャ
ン
ス
」
と
考

え
、
多
く
の
人
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
で
な

く
、
食
品
か
ら
直
接
栄
養
を
摂
る
食
事
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

富
樫
さ
ん
は
、
食
生
活
改
善
推
進
委
員
に

な
っ
て
「
野
菜
１
日
３
５
０
ｇ
」
と
「
好
き

嫌
い
を
し
な
い
」
を
実
践
し
て
以
来
、
特
定

健
診
の
項
目
は
全
て
基
準
値
内
と
い
う
結
果

を
得
て
い
ま
す
。
１
日
３
回
の
食
事
は
大
切

な
生
活
習
慣
の
一
つ
で
す
。
皆
さ
ん
も
自
分

の
食
事
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
支
援
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
６
２
、
２
６
３
）

　

「
わ
た
し
の
健
康
自
慢
」
は
、
今
号
か
ら

２
か
月
に
一
度
、
掲
載
し
て
、
健
康
に
関

す
る
自
慢
や
思
い
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
。

食推の活動で推進委員の皆さんと「ちまき」を
作る富樫さん（左から３人目）

康康

わ
た
し
の

健健

慢慢
自自
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地域包括支援センターは高齢者に関する総合相談窓口です

包括支援センターだより

　地域包括支援センターは、高齢者の皆さんが住みなれた地

域で安心して生活を続けられるよう支援をする機関です。高

齢者に関する相談や悩みなど、お気軽にご相談ください。

 社会福祉士 社会福祉士

 八幡 志田

 主任ケアマネジャー 保健師

 大滝 田嶋

 看護師 ケアマネジャー 看護師

 林 前田 澤田

 ケアマネジャー 看護師

 長澤 石川

●問い合わせ

　介護高齢課地域包括支援センター

　☎53－2111（内線365）

　荒川支所　☎62－3104
　神林支所　☎66－6113
　朝日支所　☎72－6887
　山北支所　☎77－3113

平成26年度の担当職員を紹介します

こんなことで困ったら…

介護のこと
○介護保険を利用したい

○ 「要支援」と認定された後はどうす

ればよいのか

健康のこと
○ 足腰が弱くなり、寝たきりになる

のではと不安を感じる

○ 一人暮らしで持病もあり、急に具

合が悪くなったらと思うと不安だ

近所の高齢者のこと
○ 近所に高齢者が一人で暮らしてい

るが、最近顔を見かけない

○ 近所の高齢者が虐待されているよ

うだがどうすればよいのか

お金や財産管理のこと
○ 物忘れがひどく、お金の管理に自

信がなくなってきた

○振り込め詐欺の被害にあった

家族のこと
○ 母の介護をしているが、つい声を

荒げてしまう

○ 離れて住んでいる一人暮らしの父

が心配だが、なかなか様子を見に

行けない

※ 地域包括支援センターに行けない

ときなどは、職員が自宅へ訪問する

ことができますのでご相談くださ

い
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交通安全と防犯を再確認
３月28日㈮　上助渕

歓迎のお出迎え「ようこそ、村上へ」
３月22日㈯・23日㈰　村上駅周辺

　上助渕区では、新しく小口川駐在所に赴任された清
野巡査部長と廣瀬巡査長をお招きし、交通安全と防犯
についての講習会を開催しました。参加者は２人の親
しみやすい講習を受け、安全安心な暮らしを守る決意
を新たにしていました。

　SLひな街道号が今年もやってきました。今年は関
係者のほか着物姿の中学生も一緒にお客様をお出迎え。
少し恥ずかしがりながら「ようこそ、村上へ」と声を
かける中学生の顔には、満面の笑顔が溢れていました。

　このコーナーは、市内の協働の取り

組みや話題・活動などを紹介します。

み
ん
な
で
楽
し
く
遊
ん
だ
学
童
ま
つ
り

３
月
29
日
㈯　

山
北
学
童
保
育
所

駐
車
場
が
舗
装
さ
れ
ま
し
た

３
月
26
日
㈬　

お
幕
場
森
林
公
園

40
数
年
の
歴
史
に
幕

荒
川
地
区
３
保
育
園

　

世
代
間
交
流
事
業
の
「
学

童
こ
ど
も
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
、
児
童
や
保
護
者
な
ど

約
１
０
０
人
が
楽
し
い
１
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
合
唱
や
方

言
を
使
っ
た
紙
芝
居
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、
餅
つ
き
や
ゲ
ー
ム
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
お

年
寄
り
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を

も
ら
い
、
本
当
に
楽
し
い
１

日
で
し
た
」
と
口
々
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

か
ね
て
か
ら
地
域

住
民
や
公
園
利
用
者

な
ど
か
ら
切
望
さ
れ

て
い
た
お
幕
場
森
林

公
園
駐
車
場
の
舗
装

工
事
が
完
了
し
ま
し

た
。
完
成
し
た
舗
装

面
に
は
１
０
０
台
が

駐
車
で
き
る
よ
う
区

画
線
が
引
か
れ
、
悪

天
候
時
な
ど
で
も
気

持
ち
良
く
駐
車
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

荒
島
・
坂
町
・
大
津
の
３
保

育
園
が
、
あ
ら
か
わ
保
育
園
の

開
園
に
伴
い
、
長
い
歴
史
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　

３
保
育
園
は
、
高
度
経
済
成

長
期
終
盤
の
昭
和
40
年
代
後
半

か
ら
50
年
に
か
け
、
羽
越
水
害

の
復
旧
、
核
家
族
化
な
ど
を
時

代
背
景
に
設
立
さ
れ
、
四
十
数

年
間
に
わ
た
り
、
大
勢
の
子
ど

も
た
ち
を
受
け
入
れ
、
そ
の
成

長
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
後
の
見
学
会
に
は
多
く
の

卒
園
生
が
訪
れ
、
塗
料
の
剥
げ

た
像
の
滑
り
台
や
子
ど
も
た
ち

の
汗
や
涙
が
染
み
つ
い
た
床
を

見
て
、
昔
を
懐
か
し
み
涙
を
浮

か
べ
る
人
も
い
ま
し
た
。
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４
月
９
日
㈬

　

三
面
第
三
ふ
化
場

４
月
11
日
㈮

　

布
部
や
な
場
ほ
か

能
の
定
期
公
演

４
月
３
日
㈭　

大
須
戸
集
落

　三面川第３ふ化場脇で鮭稚魚放流式が行われ、市
内の５つの小学校（村上、村上南、瀬波、小川、猿沢）
の児童179人が、５万匹の稚魚を放流しました。当
日は天候にも恵まれ、春の暖かい日差しの中、児童
たちは「元気に泳いで」「また帰ってきてね」と声を
かけ、笑顔で送り出していました。

　三面川鮭産漁業協同組合が春の恒例行事として
行っている鮭稚魚放流式に、今年は高根川大橋会場
には塩野町保育園園児８人が、布部やな場会場には
舘腰保育園園児17人が参加しました。園児たちは、
大きく成長して無事に帰ってくることを願いながら
元気よく鮭の稚魚を放流しました。

　八坂神社能舞台で大須戸能保存会による
定期能が行われました。今年は天候に恵ま
れ、市内外からたくさんの見物客やカメラ
マンが訪れました。「寝

ね

覚
ざ め

」「箙
えびら

」「羅
ら

生
しょう

門
も ん

」
の能３番組と狂言「狐

きつね

塚
づ か

」が上演され、観
客を楽しませました。

「いつまでもきれいな川を！」 
　　　　　　荒川クリーン作戦開催
４月12日㈯　荒川河川敷

　日本一の清流荒川をきれいなまま次世代に引き継い
でいこうと、清流荒川を考えるワークショップ主催の
クリーン作戦が行われました。
　荒川中学校の全校生徒やECHIGO歩こう会、一般参加
者など、約600人が１時間半かけ河川敷のゴミ拾いを
行いました。回収場所には廃タイヤや家電製品、空き
缶や弁当の殻などが次々と集められ、またたく間にゴ
ミの山となりました。
※不法投棄は絶対にやめましょう

見
聞
を
ひ
ろ
め
、友
情
を
深
め
ま
す

４
月
12
日
㈯　

健
民
少
年
団
入
団
式　

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

　

今
年
は
昨
年
の
倍
近
い
48
人
の
新

入
団
員
を
迎
え
、
厳
か
に
入
団
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
団
員
は
、
初

め
て
行
う
仕
草
に
少
し
戸
惑
い
な
が

ら
も
、
規
律
正
し
い
先
輩
団
員
を
見

習
い
、
ビ
シ
ッ
と
敬
礼
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

入
団
式
の
後
に
、
先
輩
団
員
か
ら

映
像
を
交
え
て
宿
泊
体
験
や
全
国
交

歓
会
な
ど
の
活
動
紹
介
が
行
わ
れ
る

と
、
新
入
団
員
は
歓
声
を
あ
げ
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

各地区で鮭稚魚放流式がおこなわれました
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図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

【中央図書館新着図書】

◆　さいごの毛布（近
こんどう

藤史
ふ み え

恵）

◆　代償（伊
い お か

岡瞬
しゅん

）

◆　冬空トランス［樋口真由“消失”シリーズ３］（長
ながさわ

沢樹
いつき

）

◆　馬
ば き ん き で ん

琴綺伝（小
こ や の の

谷野敦
あつし

）

◆　狐さんの恋結び（北
きた

夏
な つ き

輝）

◆　寂しい丘で狩りをする（辻
つじはら

原登
のぼる

）

◆　盤上に散る（塩
し お た

田武
た け し

士）

◆　フェイバリット・ワン（林
はやし

真
ま り こ

理子）

◆　書かずにはいられない（北
きたむら

村薫
かおる

）

◆　学生との対話（小
こばやし

林秀
ひ で お

雄）

◆　寝相（滝
たきぐち

口悠
ゆうしょう

生）

◆　豆の上で眠る（湊
みなと

かなえ）

◆　ありふれた愛じゃない（村
むらやま

山由
ゆ か

佳）

◆　バベル（福
ふ く だ

田和
か ず よ

代）

◆　無縁旅人（香
か の う

納諒
りょういち

一）

◆　師
し ふ

父の遺言（松
ま つ い

井今
け さ こ

朝子）

◆　軍師官兵衛２（青
あお

木
き

邦
くに

子
こ

）

◆　終物語　下（西
にし

尾
お

維
い

新
しん

）

◆　大人の流儀４　許す力（伊
いじゅういん

集院静
しずか

）

◆　特攻・さくら弾機で逝った男たち（山
やました

下昭
あきら

）

◆　Q&Aで理解する8％消費税（金
か な い

井恵
え み こ

美子）

◆　介護の事故・トラブルを防ぐ70のポイント（田
たなかはじめ

中元）

◆　基本がわかる!ハツ江の料理教室（高
た か ぎ

木ハツ江
え

）

◆　子どもとはじめる日帰りハイキング（森
も り た

田秀
ひ で み

巳）

◆　日本酒の図鑑

◆　花子とアンへの道（村
むらおか

岡恵
え り

理）

○　あひるの手紙（朽
く つ き

木祥
しょう

）

○　はなかっぱとひのかっぱ（あきやまただし）

○　まじょ子と黒ネコのケーキやさん（藤
ふじ

真
ま ち こ

知子）

○　にんじゃざむらいガムチョコバナナ（原
はら

ゆたか）

○　王さまレストラン（和
わ か や ま

歌山静
し ず こ

子）

○　どうぶつたちはしっている（イーラ）

　陽葵はハイハイでどこでも好
きなところへ行き、上の子とお
もちゃの取り合いをしながらい
つも元気に遊んでいます。最近
では自分で「いないいないばぁ」
をニコニコ笑顔でするようにな
りとても可愛いです。
　食べることも好きで、好き嫌
い無くなんでも食べます。特に
イチゴやみかんなどの果物が大
好きです。
　これからも丈夫に、笑顔で明
るい、名前の由来でもある「ひま
わり」のような子になって欲し
いと思います。

このコーナーでは、村上の未来を担う子ども

たち、「わが家の宝」を紹介します。

今回は、
朝日地区です

わが家

宝

の

◆中央図書館５月の休館日◆
月曜日　　12日・19日・26日
祝日振替休館日（水曜日）　７日
第２金曜日（館内整理日）　９日
※中央図書館の開館時間
　　火曜～金曜　　午前９時から午後７時まで
　　土・日・祝日　　午前９時から午後５時まで

富
樫　

淳
さ
ん
（
父
）　

〔
早
稲
田
〕

　
　
　

顕
子
さ
ん
（
母
）

　
　
　

朝あ
さ

陽ひ

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

　
　
　

陽ひ

ま

り葵
ち
ゃ
ん
（
11
か
月
）

　
　
　

康
彰
さ
ん
（
祖
父
）

　
　
　

栄
子
さ
ん
（
祖
母
）

　
　
　

孫
十
郎
さ
ん
（
曽
祖
父
）

　
　
　

ミ
ツ
エ
さ
ん
（
曽
祖
母
）

◆…一般書　○…児童書
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所 氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所

●おくやみ
氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所

※３月11日から４月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています

人口31,244人（△82）　33,946人（△92）　 計65,190人（△174）　    22,982世帯（＋６）

村上地区

髙 橋 虎 松	 80	 羽黒町
増 田 友 博	 43	 岩船横新町
室 橋 　 正	 56	 大町
今 井 ミ 子	 101	 岩船新田町
冨 樫 百 一	 64	 泉町
藤　井　利八郎	 77	 八日市
髙　橋　キチヨ	 83	 泉町
富 樫 光 平	 76	 泉町
楠 田 サ ツ	 77	 肴町
鈴 木 　 上	 75	 馬下
長谷部　秀　男	 85	 早川
稲 垣 愛 子	 89	 小町
本 間 ヨ リ	 89	 岩船上町
鈴 木 一 男	 82	 岩船岸見寺町
福 井 サ イ	 92	 新町
伴　田　喜三郎	 95	 岩船中新町
野 澤 　 等	 86	 松山
宗　田　マツノ	 97	 四日市
渡 邉 權 市	 88	 緑町二丁目
櫻 井 義 則	 74	 南町二丁目
　岡　トシ子	 80	 庄内町
二ノ瀬　雄　太	 21	 門前
村 井 圭 子	 78	 瀬波上町
木野瀨　榮　二	 88	 瀬波温泉二丁目
佐 藤 　 信	 76	 堀片

村上地区

晴太（せいた）	 松 田 忠 行	 岩船上町
結碁（ゆうご）	 丹 羽 　 聡	 鍛冶町
結愛（ゆあ）	 吉 津 玄 高	 瀬波新田町
遥乃（はるの）	 小 田 勇 司	 西興屋
玲奈（れな）	 渡 邉 和 孝	 岩船岸見寺町
陽斗（はると）	 佐 藤 邦 夫	 上町
望（のぞむ）	 工 藤 　 勉	 八日市
蒼唯（あおい）	 平 沼 順 一	 緑町一丁目
新平（しんぺい）	 板 垣 陽 介	 山居町一丁目

荒川地区

桃華（ももか）	 羽 田 和 政	 山口
奏多（かなた）	 石 山 剛 志	 藤沢
遥斗（はると）	 岩 村 英 明	 坂町
莉桜（りお）	 小 林 徹 平	 大津

神林地区

楓馬（ふうま）	 田 村 龍 一	 塩谷
大（だい）	 天 井 　 健	 七湊
莉佑（りゆ）	 板 垣 　 孝	 殿岡

朝日地区

勇汰（ゆうた）	 板 垣 英 明	 猿田
深心（みこ）	 小 田 　 輝	 下新保
晴登（はると）	 小　田　真太郎	 下新保
未優（みゆう）	 中 山 和 樹	 笹平

山北地区

琉偉（るい）	 大 滝 正 弘	 府屋駅前通

朝日地区

板 垣 耕 平	 86	 高根
石 栗 和 行	 93	 小川
太 田 一 郎	 67	 檜原
島 田 金 𠮷	 74	 下新保
髙 橋 ツ エ	 93	 千縄
板　垣　清三郎	 97	 荒沢
高 橋 英 二	 67	 十川
藤 原 君 枝	 93	 あけぼの
岩 澤 恒 雄	 85	 中原
石 栗 昌 三	 83	 石住
中 山 　 優	 77	 岩沢
田　村　アキ子	 77	 千縄

山北地区

平 方 治 郎	 75	 府屋駅前通
小 林 キ コ	 89	 寒川
平 方 菊 子	 87	 府屋駅前通
齋 藤 國 子	 92	 下大蔵
齋　藤　ケイ子	 84	 北黒川

荒川地区

大 竹 シ ズ	 89	 坂町
遠 山 ナ ミ	 88	 金屋
須 貝 ミ チ	 89	 大津
齋 藤 治 男	 90	 坂町
佐 藤 堅 吉	 95	 藤沢
冨 樫 カ ズ	 81	 切田
熱 田 千 秋	 43	 前坪団地
松　田　キヨノ	 82	 坂町
森 　 サ ト	 88	 梨木
松　本　敬三郎	 80	 佐々木
渡 邉 　 豊	 66	 前坪団地

神林地区

森 田 穗 實	 90	 九日市
小 田 ト ミ	 86	 飯岡
齋　藤　ヨネ子	 85	 河内
佐 藤 敏 江	 31	 南田中
中　山　五佳男	 85	 里本庄
齋 藤 靖 夫	 67	 平林
小 池 綾 子	 72	 葛籠山
内 山 子	 79	 志田平
矢 田 保 治	 85	 平林

人口と世帯数（4月1日現在） 
（　　）内は前月比
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今月の表紙編集後記
uはじめまして。今年度から市報を担当し

ますい○です。広報関係の仕事は全く初めて

で戸惑う毎日ですが、いろいろなイベント

の取材で、市民の皆さまとお会いするこ

とを楽しみにしています。u今号の「むら

かみの話題」で取材した健民少年団は、実

に52年の歴史ある少年団で私も小学生時

代に活動していました。このたび息子が

入団し、感慨深い式となりました。たくま

しく育ってほしいと願うばかりです。い○

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/mobile/mailmaga/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

市の木・花・鳥（平成23年１月20日制定）

　４月に開園した「あらかわ保育園」で元気に遊ぶ園児た

ちの様子です。園児たちが広い園庭で楽しく駆け回る光

景を目の当たりにして、元気が湧いてきました。子どもた

ちの笑顔に底知れぬパワーがあることを改めて感じたひ

とときでした

　

村
上
市
民
憲
章
に
は
、「
市
民
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
」
と
い
う
目
的
が

あ
り
ま
す
。「
こ
れ
が
村
上
」
と
い
う
よ
う
な
市
民
の
シ
ン
ボ
ル
を
市
民
憲

章
文
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。「
村
上
の

シ
ン
ボ
ル
は
何
だ
ろ
う
」、「
村
上
ら
し
さ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
と
い

う
議
論
と
な
り
、「
鮭
」
や
「
海
・
山
・
川
」
な
ど
の
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
広
い
市
で
そ
れ
ら
が
市
民
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
も
の
に
成
り
得
る
だ

ろ
う
か
。
す
べ
て
の
市
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
悩
み
続
け
る
中
、「
ふ
る
さ
と
村
上
」
と
感
じ
る
も
の
を
話
し
た
際
に
、

ふ
る
さ
と
の
風
景
が
一
人
ひ
と
り
違
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
深
い
ブ
ナ

の
森
や
身
近
な
里
山
、
近
く
に
見
え
る
木
々
や
川
の
流
れ
、
田
畑
の
広
が
る

風
景
や
夕
日
、
潮
風
・
・
・
。

　

私
た
ち
が
思
う
「
ふ
る
さ
と

村
上
」
は
一
人
ひ
と
り
違
い
ま

す
が
、
こ
の
市
民
憲
章
を
通
し

て
思
う
ふ
る
さ
と
の
風
景
が

「
村
上
市
」
で
あ
れ
ば
、
市
民

憲
章
そ
の
も
の
が
私
た
ち
の
目

指
す
市
民
の
一
体
感
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
気
づ
き
が
市
民
憲
章
づ
く

り
の
原
点
と
な
り
ま
し
た
。

〜
村
上
市
民
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
〜

村
上
市
の
シ
ン
ボ
ル

●問い合わせ

　政策推進課企画政策室

　☎53－2111（内線531）

市民憲章に思いを込めて

市議会や区長会などの各種会議、そして小・中
学校の卒業式でも市民憲章が唱和されました。


